
 

 

東日本大震災復興プログラムとして、 

 

 横浜国大の宮脇昭教授が提唱する「緑の長城プ

ロジェクト」を積極支持し、 

 

  「メガソーラー設置」も加えた「発電プロジェクト」

を実現することを提案する。 

 

以下、震災発生からの取り組みの記録と提唱に至

る経過を、ユーラシアクラブニュースレター「ユーラ

シアンホットライン」の記事で紹介する。 

 

 

2013 年 11 月 

ＮＰＯユーラシアンクラブ 理事長 江藤 セデカ 
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Dear Ohno-san,
My deep condolence to you and my Japanese friends
due to tremendous earthquake and tsunami. I am more
than believe that Japan people gets more stronger and
more united to stand in this difficult time for Japan.
Very respectfully,
Victoria, British Columbia Canada

Oono-san,
The best regards to you from your friends from Yakutia.
We have heard about severe earth-brake in Japan. I
hope that everything with you and your family is good.
If you need something to help please let us know.
Sincerely,
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ono san konnichiwa o genkide irashshaymasuka.
kochirade nihonno touhoku de okita taihenna jishin

saigaino nius o mimashte totemo kanashiku
naremashta taihendesune,

fukushima kenni onosan to itta kotoga arimashte
sono tokino yousu o kangaete taihen suraku
naremashta

minasan no go shinzoku youjinno minasanha
dayjilyoubu deshyouka.

ma nanimu iu koto nai taihenna saigai desune.
ma konnan o kachi nuku shika naidesune.
mata genkide o ai suru koto o inotteimasu.

Ono san,
O genki desuka?
Vatashi ha Malayshyano Kuantan to iu bashou ni

imashta.
Asoko de Nihonde no jishino koto kikimashita.
Kino Kuala Lumpurni modorimashita.
Kono yona taihenno jishin hontoini zannendesu,

Nihon ha ouzena giseishya wo ukemashita.
Watashiwa anata to anatano kazoku ha subetega

umakute iru koto wo onegatte imasu.

- ,

,
.

,
.

,

My dear friends

My family glued to TV set watching horrific
earthquake with great distress.
We cannot even begin to imagine the pain and

suffering of those families who lost loved ones going
though. Our heart and prayer go out to all of you at this
very difficult time.
Now I am residing in Houston, Texas, USA with my

family.
We hope that your life back to normal soon!
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  ユーラシアンホットライン  
 

● 89歳の偉業！国際シルクロード学の礎 大著「『考古学が語るシルクロード史――中央アジアの文明・国家・文化』」翻訳刊行  加藤九祚記

念碑的著作『天の蛇』（大仏次郎賞）も増補完本復刊！ 

● 5月15日 重病の著者ルトヴィラゼ氏に代わって、大著を紹介する加藤九祚先生の記念講演。シルクロード学を目指す研究者、シルクロー

ドファン必携の著作販売。記念祝賀会を開催。 

Ｅ･Ｖ･ルトヴェラゼ著／加藤九祚訳(平凡社刊) 

『考古学が語るシルクロード史――中央アジアの文明・国家・文化』 

出版記念講演会   (主催・オクサス学会) 

アレクサンドロス大王の率いる騎

馬隊の轡(くつわ)の轟きを聞いた

ことがありますか。玄奘法師の足

音に耳を澄ましたことがあります

か。中央アジアの大地と大河に人

びとが送り届けたざわめきに耳を

そば立て、おぼろな記憶の糸をた

ぐり続けた一人の穏やかだが強靭

な知性が、最新の考古学的成果を

一冊の書物という装いで舞台に登

場いたします。みんなで共にこの

舞台を盛り上げ、中央アジアの文

明を深く自在に語る会を次のとお

り開催したいと思います。 

一人でも多くの方をお誘いのうえご参加下さるようお願い致します。 

 

と き 2011年５月15日(日) 1：30開場 2：30講演開始 

ところ しまねイン青山(東京都港区南青山 7-1-5 電話：

03-3797-3399) 地図参照  ＊駐車場はありません。 

内 容 ●記念講演 2：30～3：10 

     講師：加藤九祚 

「シルクロード考古学の新研究・ 

マルグシュ(古代メルヴの遺跡)」 

    ●中央アジアの文明を深く自在に語る会3：10～4：30 

     出演者：多数 

    ●出版記念会 5：00～7：00 

会 費 9,000円(上記新著を加藤九祚氏のサイン入りで進呈) 

    ご夫妻の場合：本は１冊、 

お１人様は本代を差し引きます。 

資 格 オクサス学会の会員でなくてもご参加いただけます。

ご友人をお誘いください。 

お申込 ①オクサス学会へ、メールで(oxus@s09.itscom.net)。 

    ②古曳正夫へ、メールで(kovik@mbe.nifty.com)、電

話(048-866-1613)で。 

    ③前田耕作へ、メールで(isca-maeda@m2.dion.ne.jp)、

電話(0468-66-2608)で。 

   ＊参加者が複数の場合：全員のお名前をお書きください。 

     ＊各団体から一括してお申し込みもOKです。 

     ＊ご夫妻の場合：「夫妻」とご明記ください。 

        定員は150名です。お申し込みはお早めに。 

【お申込み〆切】５月９日(月)又はお申込みが150人に達した時。 

お問合 こびき(048-866-1613  e-mail：kovik@mbe.nifty.com) 

発起人 加藤九祚  前田耕作 

大野 遼 古曳正夫 高野直明 長澤法隆  二宮洋太郎 

    野口信彦  松田徳太郎 (アイウエオ順) 

後援  日本・ウズベキスタン協会   

 

被災地に響け、ヒマラヤ、モンゴル、シルクロードの音色 

8月12日（金）、愛川町文化会館で、ミュージシャンを被災地に送るためのチャリティコンサート計画 
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私は、作曲家でもあるクオリティの高い仲間の演奏者と近く被災地を訪ねた上で、言葉にならない被災地の現状や復興

への希望、アジアからのメッセージを込めた曲づくりを依頼し、愛川町や日本橋での夏のチャリティコンサートで発表し、

秋以降、被災地の福島、宮城のホール事業企画担当者と連携した被災地や避難先での慰問音楽キャラバンを実施したいと

考えている。今回、宮城、福島の事業関係者４人と事業の展望について意見を交換してきたが、避難所での演奏は慎重に

考え、「屋内避難」で、コンサート会場に足を運べないお宅や体の不自由な方など、演奏への希望や条件を把握しながら、

現地のホール職員を通した計画を立てたい。皆様のご理解、ご支援を心よりお願いします。 

 

● 国会の議論は東京を離れて、「現地」で、被災地を巡回しながらやるべきだ。            大野 遼 

 

 私が4月8日訪れた福島県南相馬市の女子高校生の詩がメールで転送されてきました。インド音楽シタール演奏者伊藤公郎さんの妻美郷さん

が発信している「Anjali Indian Music」情報の一つとして。タイトルは「真実」。読んでください。この中に「被災者を見捨てた国を」とあり

ます。「助けて」という悲鳴があります。「ドンカン」な国のリーダーには届かないでしょう。これ以上のコメントは控えます。 

 

真実 

 

助けてください 

福島県南相馬市の 

女子高校生です 

 

わたしは友達を津波で 

なくしました 

私の友達は 

両親をなくしました 

私の無二の大親友は 

南相馬でガソリンが 

ないため避難できずにいます 

 

電話やメールでしか 

励ますことしかできません 

 

親友は今も放射能の恐怖と 

戦ってます 

 

だけどもう、諦めてました 

 

まだ１６なのに 

死を覚悟してるんです 

じわじわと死を感じてるんです 

 

もし助かったとしても 

この先放射能の恐怖と 

隣り合せなんです 

 

政治家も国家も 

マスコミも専門家も 

原発上層部も全てが敵です 

嘘つきです 

 

テレビでは原発のことが 

放送されなくなりつつあります 

同じ津波の映像や 

マスコミの心ない 

インタビュー 

口先だけの哀悼の意 

被災を『天罰』と言った政治家 

 

政治家はお給料でも 

貯金でも叩いて助けて下さい 

 

彼らの贅沢をやめて 

被災者を生きさせて下さい 

 

命令ばかりしないで、 

安全な場所から見てないで、 

現地で身体をはって助けてくだ

さい 

 

私達は・・・見捨てられました 

おそらく福島は隔離されます 

 

完全に見捨てられます 

国に殺されます 

 

私達、被災地の人間は 

この先ずっと 

被災者を見捨てた国を、 

許さないし恨み続けます 

 

これを見てくれた人に 

伝えたいです 

 

いつ自分の大切な人が 

いなくなるかわからないです 

今隣で笑ってる人が 

急にいなくなることを 

考えてみてください 

 

そしてその人を 

今よりもっと大切にして下さい 

今、青春時代をすごす 

学校が遺体安置所になってます 

体育や部活をやった 

体育館にはもう二度と 

動かない人達が横たわってます 

 

どうしたら真実を 

一人でも多くの人に 

伝えられるのか・・・ 

一人でも見て貰えれば幸いです 

考えた末、勝手ながら 

この場をお借りしました 

ごめんなさい、そして 

ありがとうございます 

 

◎ 急いでエネルギー政策の見直しを！                                  大野 遼 

東電も政府も、原発推進派の学者たちは、原発事故を踏まえたエネ

ルギー政策の見直しの議論を進めようとない。「原因」の見直しでは

なく、「結果」に伴う電力需要の見直し、計画節電やパチンコ店や自

動販売機を槍玉に挙げるだけだ。世の中は、往々にして「原因」の

議論を回避するもののようだ。 

 週刊朝日 2011年04月29日号は、人類史上最悪の「チェルノブ

イリ」と同じレベル７として、歴史に刻まれることになった福島第

一原子力発電所を、東京電力がどのように社内で受け止めていたか

について、「東京電力三十年史」（１９８７年刊行）の記録をもとに、

紹介している。福島第一原子力発電所のある、福島県双葉町、大熊

町の標高３５メートルの断崖に設置したことに「直接外海に向かっ

て防波堤を突き出して港湾をつくり、冷却水の取水と重量物の荷揚

げに備える構想は、当時、発電所建設地点としては世界にも例をみ

ないものであった。これをあえて断行したのは、当社（東電）の先

見性と決断によるもので、この方面の権威者の指導のもとに、設計

はもとより施工方法に至るまで、あらゆる面にわたり研究を重ねて

きた当社土木技術陣の努力の成果」「荒れ狂う大波が押し寄せる地に、

原発を建てることへの疑問は一切ない」としていることや、米国の

スリーマイル島原子力発電所での事故（1979 年 3 月）、「旧ソ連チ

ェルノブイリ原発原子炉破損事故」（1986年4月）についても「炉

型の違い」「ありえない事故」と一蹴していると指摘、「東電に新た

な社史を編むような未来」があるかどうかと厳しく批判している。 
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 各国の世論調査機関が加盟する「ＷＩＮ―ギャラップ・インター

ナショナル」（本部＝スイス・チューリヒ）が３月２１日から４月１

０日までアジアや欧州、北南米、アフリカなどの３万４千人以上を

対象に調べた結果、福島の原発事故以降、原子力エネルギーを支持

する人の割合は57%から49％へと低下し過半数を割った。他方、反

対派は32％から43%へと上昇しているという。「９１％が日本での震

災を知っており、８１％が福島での放射能漏れについて聞いたこと

があると回答。１８％が日々インターネットで情報収集・・・原発

がある国だと、日本では原発反対が２８％から４７％に増え、原発

賛成は６２％から３９％に激減。カナダやオランダなどとともに反

対と賛成が逆転した。中国やロシアは原発賛成が多数派だが、いず

れも賛成が１０％以上減った。震災前にすでに原発反対が賛成を上

回っていたベルギーやドイツ、スイス、ブラジルでは、その差がさ

らに広がった」 

（http://www.asahi.com/international/update/0420/TKY20110420

0520.html）という現実を踏まえた議論が希薄だ。 

 東電も国会のリーダーも原発推進派の仲間である中で、民間企業

の経営陣の中で、ソフトバンクの孫正義社長の被災地の復興を視野

に入れた「新エネルギー財団構想」が、エネルギー政策見直しの議

論のひとつとして注目されている。 

 ジャーナリストの上杉隆氏が紹介しているところによれば、孫氏

は、震災支援金 100 億円、ソフトバンクからの 10 億円とは別に、

さらに 10 億円で「自然エネルギー発電のための政策提言を行う財

団」を設立。「原発事故で多くの国民が不安を抱いている。安心、安

全な自然エネルギーを日本にもっと増やせるように、世界の科学者

100 人くらいの英知を集め」るという。さらに「東日本ソーラーベ

ルト構想」を提案、津波を受けた農地や壊滅した工場地帯の回復に

自然エネルギー施設を建設して復興を目指すこと掲げた。これに福

島原発三号炉の設計者上原春男・元佐賀大学学長も「私の発明した

海洋温度差発電、温泉水発電も活用できるかもしれない。私自身も

また別の構想を持っている。アイディアを出し合っていくのはいい

ことだ」と賛同し、話し合いが行われたと報道している。この二人

の会談をつないだのは、民主党の中で以前から自然エネルギーの問

題に取り組んできた原口一博氏だという。この動きは大変評価され

る。国のリーダーが全員「ドンカン」だということでもなさそうだ。

地震と津波、そして原発被災の三重苦に耐える人々の心につながる

復興事業をスピードアップするためには、国会議員が被災地で国会

を開会することと、暮らしと産業に大打撃を与え、世界を不安に陥

れた「原因」である原発に代わるエネルギー政策の見直しの議論を

活性化することが今必要だ。 

 

「トルクメニスタン日本語スピーチ大会」 
国立アザディ世界言語大学  日本語教師 森崎律子 

 3月28日にトルクメニスタン国立アザディ世界言語大学で、第2
回「日本語スピーチ大会」を行いました。日本大使館やトルクメニ

スタンにある日本企業（伊藤忠、コマツ、双日様）の協賛により実

施しました。 
学年ごとに予選を行い8人が選ばれ、連日特訓をして大会に臨み

ました。結果は、1位3年男子（テ

ーマ「今ある自分」）、2 位 4 年女

子（「Together we are the world」）、
3位2年女子（「父の思い出」）、特

別賞 4 年女子（「本当に強い人た

ち」）でした。1位になった学生は

2009 年に 1 年間日本に留学した

経験があるので当然といえば当然

ですが、発表内容が、特別なこと

を言うのではなく、普通の幸せを

有り難いと思えることを発表力で

訴えたところが入賞の要因です。2 年生で上級者に混ざって入賞で

きたことは素晴らしいことであり、ほかの学生にもいい影響を与え

たと思います。日本大使館や日本企業の方々による審査員6名を唸

らせました。 
スピーチをメインに、作文・寸劇・書道・ペン習字大会も同時開

催しました。作文・書道・ペン習字は事前審査済みで、当日舞台で

作品を披露しました。スピーチ大会の緊張した中で、寸劇は気持ち

をほぐしてくれ、会場が沸きあがりました。1 年生による「大きな

蕪」「桃太郎」、2 年生による「笠地蔵」です。1 年生にとってこの

大会は太刀打ちできる場面がないので、寸劇を猛練習し、衣装を劇

場で借りてくると言う意欲満々の姿勢でした。それを反映したのか、

結果は1年生の「大きな蕪」が最優秀でした。書

道もまだまだ練習すればもっと上手になる素質の

ある学生がいることが分かりました。 
続いて、双日国際交流財団から電子辞書の贈呈

式も行いました。当日の一部始終はテレビで放送

され、日本語学科の活動が評価されると同時に、

トルクメニスタンでは日本企業が少ない中、この

ように知らされたことは意義がありました。 
この大会以降、学生の学習意欲が高まり、より

積極的になりました。（暗誦して発表する）スピー

チは上手にできても、頭で考えた自分の意見を即、

口に出して言えるかと言ったらまだまだです。そんな弱点を解消す

るため、毎日所感発表をするなど日々訓練できるよう、授業内容も

改善し、更に拍車をかけたいと思っています。 
この大会が開催できたことに、関係者、学生、全ての人々に感謝

したいと思います。 

 
メディア・ユーラシア情報 

東京外国語大学「日本語で読む中東メディア」が注目 http://www.tufs.ac.jp/common/prmeis/fs/ です。（編集部） 



ユーラシアンクラブ ニュースレター第 141 号 2011 年 6 月 1 日  1 頁 

ユーラシアンクラブ ニュースレター／こころはいつも旅する 加藤 九祚 ユーラシアンクラブ ニュースレター／こころはいつも旅を/ユーラシアンクラ 

  ユーラシアンホットライン  
 

「メルトダウン」の影響が首都圏を覆う―国会議員全員が原発を視察、被災地で国会を開催すべき 

被災者による復興作業に労賃を支払え 

大野 遼   

東京電力は5月12日、これまで福島第一原発の1号機の「燃

料の一部損傷」と説明していたが、これが核燃料のメルトダウ

ン（炉心溶融）だったことを認めた。 

 

「水位計を修理した結果」の発表で、通常時の燃料棒上部から 5
メートル以下の水位しかないことが分かったという。燃料棒はすで

に高温で溶けて、圧力容器底部に落ち、さらに格納容器のどこかに

亀裂などが入って、「1日150トン」の冷却水は汚染水となって、燃

料棒外側の格納容器からも相当量漏出という垂れ流し状態という。

本当に責任者は出て来いと言いたい心境になる。 

 

東電は今頃何を言っている。実は、震災の翌日に「メルトダウン」

は指摘されていた。経済産業省原子力安全・保安院は3月12日午後、

冷却機能を喪失していた東京電力福島第１原発１号機（福島県大熊

町）の周辺で、放射性物質のセシウムが検出されたと発表したから

だ。セシウムは炉心のウラン燃料が核分裂してできる物質。食品や

水から、ちりの吸い込みを通じて摂取され癌のリスクが高まる。保

安院幹部は震災翌日の記者会見で「炉心の燃料が溶けだしていると

みてよい」と炉心溶融（メルトダウン）が進んでいることを指摘し

ていた。東日本大震災の発生で自動停止してから約１日で、放射性

物質の拡散を抑えることができない原発事故としては最悪の事態と

なったという認識にあった。 

しかも一ヵ月後には、原発事故の危険度は最高のレベル7になり、

ストロンチウムも検出されている。ストロンチウムもウランの核分

裂で発生する。カルシウムの同族元素なため、カルシウム摂取に役

立つ食品に含まれる上、食品や水を通じて体内に摂取すると骨の中

に蓄積されて、骨の癌や白血病の原因。簡単には体外には排泄でき

ないことを考えると、放射性ストロンチウムによる内部被ばくは 

最も警戒が必要とされている。後から後から検査結果が発表されて

大騒ぎになっていることから考えると、ストロンチウムの汚染も相

当広がっていることが推測される。 

 それを証明したのが首都圏での原発汚染だ。原発から300キロ離

れた神奈川県下の茶畑で基準値超えのセシウムが検出されると、下

水処理場（浄水場）、汚泥焼却場でもヨウ素やセシウムが検出され、

さらに栃木県や茶所静岡県下でも生茶葉からセシウムが検出されて

いる。「放射能の垂れ流し」「日本列島被爆」が続いているにもかか

わらず何も対応できていない、どころか米国エネルギー省と共同で

放射線汚染調査をしている文部科学省は、「安全神話」に加担し、子

供たちを危険にさらす汚染規制基準緩和に踏み切った。「放射能汚染

がなかった」と言える裁量の幅を広げたこと。つまり日本人をより

危険にさらした決定だ。震災直後から「基準値」緩和は行なわれて

いるが、今回の基準値を20倍緩和した決定は、ICRP（国際放射線 防
護委員会）という、マンハッタン計画（日本を被爆させた原爆製造）

に携わった米国の物理学者らが立ち上げた私的核開発組織の勧告に

従ったもの。将来の賠償請求に備えた基準値緩和といわれている。

原発事故直後の不安に乗じて原発利権の周りで悪魔が跳梁する闇。

そして国会と霞ヶ関の危機状態。 

 既に3ヶ月。復興作業は遅々として進まず、仕事も暮らしの先行

きも見えず、被災地の体育館でダンボールに囲まれた生活が続く。

多くの支援金は被災者に分配されず、日赤に溜め込まれたまま。政

府の発表や議論は「寝言」のようにしか聞こえない。 

 「制御不能」の国会や東電、今になっても「安全神話」の呪縛か

ら抜け出せず、「現状」をとりあえず原発の「中止」であって「廃棄」

ではない、「原発をやめると世界の科学の発展から取り残される」な

どとふざけたことを言うコメンテータや政治家。小泉政権の末期に、

政財界のリーダーたちが、チャーター機をウズベキスタンとカザフ

スタンに飛ばし「ウラン外交」を行なったことを思い出した。原発

汚染水を海に捨てたり、モンゴルに原発廃棄物の処理場をつくるよ

うな地球規模の核汚染に目をつぶり「廃棄」ではないとか「科学の

発展」からとりのこされるなど、「世界最初の被爆国」を語る資格が

問われる事態だ。いずれにせよ国会議員は全員防護服を着て原発被

災地に現状視察に入り、津波の被災地で瓦礫の撤去にあたるべきだ。

国会の開催も被災地のテントの中でやらないと復興のスピードはあ

がらない。私の友人も言っていたが、家も仕事も失った人々の復興

と生活再建のためには「自衛隊派遣による復興作業ばかりでなく、

被災住民自身による復興作業に労賃を支払うことをやるべきだ」と

いう提案は検討されていいと思う。 

 

 

● 何度も提案する。国会の議論は東京を離れて、「現地」で、瓦礫撤去や復興に協力しながら、被災地を巡回しな

がらやるべきだ。被災地から日本が再生する道が見えてくる。            大野 遼 

 

元ユネスコ主席広報官で、大シルクロードプロジェクトを実施した服部英二さんの「緊急アピール」が反響を呼んでいる。既に世界の30名以

上の学者・文化人が自分のウェブにこのアピール（仏語訳、英語訳）を掲載しており、7月 5日、日仏会館でシンポジウムを開催の予定です。

私もこのアピールの精神に大賛成です。今の地球を覆う人類史・世界史は本質的に自然に対して略奪型であり、それが紀元前2000年にさかのぼ

る気象環境の変化に基づく民族移動と差別的・略奪型国家の形成を基にしたものと思います。自然資源の管理、市場経済の、特に金融マフィア
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の管理につながる方向で何とかしないと原発も止まらないように思います。原発は人類史的危機意識で考えないとまずい。国会にそんなことは

期待できません。国会議員はとりあえず被災地に出向き、全員瓦礫撤去に取り組んで、真剣に日本の運命を考えた方がよい。以下アピールの全

文を掲載します。 

 

日本地球システム・倫理学会緊急アピール 

国連倫理サミットの開催と地球倫理国際日の創設を訴える 

平成23年4月11日 

 

日本地球システム・倫理学会 

会長 服部英二 

 

世界が直面する危機は経済危機でも金融危機でもなく文明の危機であり、その解決には人類の叡智の地球規模の動員が必要とされます。 

このたび日本を見舞った未曾有の大震災と津波による数十万人の生命線の破壊、更にそれが惹起した福島原発事故は、日本のみならず世界に

人間の生き方の変革を迫る「母なる大地」の警告にほかなりません。 

「自然を統御し支配する」という１７世紀以来の科学文明は、破局に人類を向かわせる「力の文明」であり、理性至上主義の父性原理に基づ

くものでありました。今やこれを、命の継承を至上の価値とする母性原理に基づく「いのちの文明」へ転換すべき時です。このパラダイム転換

こそが、すべての民族が、そして人間と地球が共生する「和の文明」を築く基盤であります。諸文明に通底する倫理とそれに基づく人の絆を築

き、未来世代が美しい地球を享受する権利を尊重する新しい文明の創設が待たれます。 

日本はついに軍事・民事の双方で原子力の犠牲国となりました。日本は国際社会に核廃絶を訴え続けてきました。当学会としては、日本は今

や自国のみならず世界が、エネルギー問題においても、脱原発に舵を切ることを訴えて行く責務を負うに至ったと確信します。この責務を果す

ことこそ今回の不幸を無駄にしない唯一の世界への貢献であると信じます。 

人類が直面する危機の根深い原因は世界的に蔓延した倫理の欠如であります。未来世代に属すべき資源を濫用枯渇させるばかりか、永久に有

毒な廃棄物及び膨大な債務を後世に残すことは倫理の根本に反します。市場原理主義による簒奪文明からの脱却が急務であります。 

このような状況を前にして、本学会としては、一日も早く国連倫理サミットを開催し、「地球倫理国際日」を創設することにより、毎年倫理

の重要性に思いを馳せる機会とすることを国際社会に提唱するものであります。 

 

学会事務局E-mail: ntatiki@reitaku-u.ac.jp 

学会URL：http://gsea.jp/ 

 

◎ 蒼国来栄吉さんの冤罪解雇裁判；相撲界の八百長処分で濡れ衣・「勇み足」の可能性

署名活動始まる！！皆様のご協力をお願いします。 

           大野遼 

野球賭博に関わった力士の携帯電話捜査から相撲界を震

撼させた「大相撲八百長問題」。この最終調査の段階で、こ

のニュースレターでも紹介し、今後に期待をしてきた蒼国来

さんが、震災一ヶ月後で世情が

被災地に目を向けている４月１

１日、日本相撲協会によって、

八百長に関わったとして引退勧

告を示され、しかし、一切事実

無根のことだと引退届を出さな

かった為、同月１４日に解雇処

分を言い渡されました。勧告か

ら中 2 日、八百長をしたと判断

した理由や証拠は明示されず、

「問答無用」の解雇でした。まさに晴天の霹靂。 
蒼国来さんを知る友人たちの間では、「あの真面目で稽古一

途な蒼国来が八百長などする必要もなく、誰よりも強い正義感

を持つ彼が、唾棄すべき八百長などするわけがない」と断言す

る。これまで粛々と裁判手続きが進んでおり、あのテレビで有

名な北村弁護士も弁護団の主力となり、勝訴は間違いないと

いわれています。今回の署名活動は、

弁護士だけでなく親方の意向により進

められることになった。尋常ではない。 

蒼国来さんは、力士全員に対する調

査には積極的に協力し、携帯電話も提

出。何の問題もなく終わろうとしていた

最後の場面で問題の引き金になった春

日錦の「証言」で「八百長認定」と断定さ

れたという。 

4月14日に記者会見で「いっさいやっ

ていない。春日錦とは話したこともない」という蒼国来さんには、

春日錦が特別調査委員会にどう語ったかについて一言の説明

もない。「証言」だけで解雇に至ったことになる。しかも本人に
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今回の私の活動のために１１人（団体）から計１６万５千円のご寄付が寄せられ、食材、調理具、調味料、燃料代等に１４万円ほど使用させていただき

ました。残金は、秋以降の活動費用に充填させていただきます。また、成宮勇さん、樋口直正さんからは、同行者、調理具、食材等の運行に必要な車両を

提供していただきました。ご支援いただいた皆様に心から感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

今回食材を私の住む神奈川県下で購入し現地に送ったり、私が軽トラで運んだりしましたが、少し工夫すれば現地で調達できることもわかりました。炊

き出しでは、被災者は野菜が喜ばれる現状にあることもわかりましたので、野菜ベースのチキンカレーでもあるヒマラヤカレーは引き続き調理したいと

思います。                                       ご支援いただいた皆様へ 大野 遼 拝 

ユーラシアンクラブ ニュースレター／こころはいつも旅する 加藤 九祚 ユーラシアンクラブ ニュースレター／こころはいつも旅を/ユーラシアンクラ 

  ユーラシアンホットライン  
被災地の文化会館職員と連携した慰問音楽キャラバン「アジアの心」プロジェクトに向けて 

大野 遼 

３月１１日の地震、津波、原発事故発生と東日本巨大地震の被災

地の現状から早急に復興するためには、政治家も国会も被災地に移

転し、瓦礫の撤去にあたり、炊き出しをしながら行なうことが一番

必要だと、何度も書いてきたが、現実は１８０度迂遠な情況にあっ

て、怒り心頭に達する現状だ。そしてさらにイライラする発言が多

くなってきた。嫌々ながら引き受けた復興大臣はとんでもない精神

状態の人だった。 

「何市が何県かわからない」「長幼の序。ちゃんとやれ」「最後の

言葉はオフレコ。書いたらその社はおしまいだ」と宮城県知事やマ

スコミ各社の記者を叱責、恫喝した松本復興大臣。彼は岩手県でも

「知恵を出すところは助けるがそうでないところは助けない」と唖

然とさせた。被災した現地の復興をわがこととして考えない上から

目線の発言は、震災から１０日後にもあった。原発１号機への放水

に「速やかにやらなければ処分する」と海江田万里経産相が発言し

物議を醸した。既にメルトダウンがわかっていたにもかかわらず２

ヵ月後に東電が炉心融解をみとめたが、当然この大臣はメルトダウ

ンを知っていたはずだ。おそらくだからこその恫喝だったかもしれ

ない。この海江田経産相は、佐賀県知事に「（玄海原発）再開に国が

責任を持つ」と発言した。事故によって自治体が消失、ゴーストタ

ウンとなり、何の責任も取れていない現実を目の当たりにしながら

「国が責任を持つ」とよく言えたものである。開き直ったように「原

発は安全」と言い抜ける学者もいる。被爆に不安や恐怖を感じてい

る福島県の被災者にすればほとんど人道に反する犯罪に近い発言を

続ける澤田哲生・東工大教授などもテレビに出演するようになった。

地震や津波そして原発事故の被災がまだ渦中といった現状にある中

で、心無い政治家や御用学者の妄言、今の国会の様子、政治家への

信頼の失墜は底を抜けた感があり、もう言うべき言葉もない。被災

地の人々の忍耐や思いやり、復興への強い意志や覚悟、に対するに

はあまりにも、よそ事としか考えていないことを示す発言のオンパ

レードだ。首相は、心無い復興大臣を任命したり、経産相に「原発

再開」の動きをさせながら、被災地や原発事故への自らの責任をあ

いまいにして、とってつけたように「再生可能エネルギー」を口に

し、政治的延命のためのスタンドプレーに利用しながら、国会の延

長を行なった。まったく時間と税金の無駄遣いの何ものでもない。

こんなことを書いている間に復興相の辞任のニュースが流れた。海

江田経産相も宙に浮いた。首相が、組織をつくったり、誰かに任そ

うとしたりしながら、自分はとってつけのスタンドプレーで逃げて

いる現状が混迷の本質だ。首相だけではないが、被災した大地に足

を踏みしめて活路を見出そうという政治家がいないことが不幸の源

だ。 

残念ながら、このままではこの国に未来はない。限りなく人類の

未来への希望も、失せそうになるが、とりあえず私のできる範囲内

で被災者に喜んでもらえるよう活動を続けたい。 

私は、６月２３,２４日の二日間、東京アイヌ協会名誉会長の浦川

治造さん、イーグル・アフガン復興協会理事長の江藤セデカさん、

ユーラシアンクラブの理事成宮勇さん、そして尺八界の頂点で活動

を続ける橋本岳人山さんら１０人で、宮城県南三陸町、東松島市で、

慰問のミニコンサートや炊き出しの活動を行なった。今号のニュー

スレターの最後に記した８月１２日のチャリティコンサートで発表

する創作曲「２０１１年３月１１日 絆」の曲づくりと私のつくる

ヒマラヤカレーとアイヌ料理「鹿肉と野菜のオハウ」を被災者に食

べていただくのが目的だったが、おそらく曲づくりも、野菜の多い

料理も喜んでもらえたと思う。 

私たちのやったことは、これから行なう活動の手がかりをつかむ

ためのもので、４００人分の食材、調理具、その他を用意した上で

の、初めての活動だったが、初期の目的は達せられた。今後、チャ

リティコンサートや募金、その他の活動条件を整備しながら、継続

して活動できるように努めたいと思っている。 

今は、チャリティコンサートの成功のために最大限の力を注ぎ、

秋以降の活動の準備も並行して続けるつもりだ。チャリティコンサ

ートにもぜひ足を運んでいただき、引き続き皆様のご支援をお願い

したい。 

今後チャリティコンサートの収益で慰問音楽キャラバンを実施の計画ですが、炊き出しも含め相当の額にが見込まれ、皆様のご寄付に頼るこ

とになります。ご寄付、食材その他ご協力いただける方は、下記の住所にお送りいただくか、下記のNPOユーラシア

ンクラブ・愛川サライの口座にお振込みいただくようお願いいたします。またスタッフとして現地に同行を希望さ

れる方もぜひご連絡ください。活動の成功のため皆様のご理解ご支援を心より切望します。 

（寄付金の振込先、私の連絡先）  
◎ 住所：〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6314－1 NPOユーラシアンクラブ・愛川サライ 
◎ 口座：相愛信用組合中津支店 普通 ０１２８１９０  ＮＰＯユーラシアンクラブ 愛川サライ 
◎ 連絡先：０４６－２８５－４８９５（TEL/FAX） paf02266@nifty.ne.jp  090-3814-5322(大野遼) 
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＜＜被災地支援報告＞＞ 

第一回 慰問コンサートと炊き出し実施してきました 
 
 6月23,24日、宮城県南三陸町、東松島市への慰問コンサートと炊き出し支援は参加者10人で実施されました。東京アイヌ協会・カムイミン

タラは千葉県木更津市から5人、ユーラシアンクラブ・愛川サライ、イーグル・アフガン復興協会からは5人が新宿駅西口にいったん集合の後

出発し東北道蓮田サービスエリアで合流の後、宮城県仙台南に向けスタートしました。 
 
 支援活動に当たっては、多くの方から食材、調理具、調味料、交通費等へのカンパをいただき、軽トラやバンを用意して万全の準備で臨みま

した。当日思いがけない事故等で参加を取りやめる人もでましたが、あいにくの雨の中、先を急ぎ、受け入れ先となる被災地の調整と案内に当

たってくれた宮城県大河原町えずこホールの水戸所長、玉渕職員と連絡を取り合いながら11時過ぎ仙台南で合流できました。 
 
 その後、南三陸町を訪問。町全体を飲み込んだ津波被害の現状を目の当たりにしながら山間に丘の上の被災地を目指しました。プロ野球やサ

ッカーチームのキャンプ地でもあった山間に設置された住宅、体育館に生活する皆さんに挨拶し、現状についてお話を伺った後、被災者と活動

参加者が協力していすを並べ、即席の演奏会場を設営。橋本岳人山による演奏がスタート。尺八界最高峰の音楽を紹介、心からの拍手が湧きま

した。岳人山は、自らが肺気腫で再起不能と医師から宣告されながら、家族との絆で奇跡が起きて左肺が再生し、医師を驚愕させて今日に至っ

たことを紹介しながら、希望を捨てず一緒にがんばりましょうと語りました。 
 
 岳人山は、実は学生時代に海洋学研究に携わり、実習で三陸町の津波調査をしていました。地元には「浜に家を建てるべからず」と家訓を守

る家があり、津波被災の恐ろしさを伝える伝説があり、岳人山の恩師も学界で警鐘を鳴らし続けていた人でした。記憶する南三陸町一体の海岸

を視察した岳人山は、青年の時、牛乳を8円で買ったお店も含め、全て変わり果てた瓦礫の町に、思い去来交錯するところが大いにあったよう

です。私は、「2011 年 3 月 11 日 絆」と題した曲づくりを依頼し、岳人山は了承しました。皆で演奏し、アジア最高峰のミュージシャンが即

興で演奏できる、津波の現状と、慰霊、残された町の人々の希望や力

につながる曲を強く要望しました。構想がまとまれば 7 月中に、8 月

12 日に参加するミュージシャンとさらに曲づくりに取り組む計画で

す。 
 
 南三陸町の後、被災の状況を視察しながら東松島市小野文化センタ

ーに移動しました。到着したのは夕方、公民館の調理室で早速食材の

仕込みにかかりました。江藤セデカさん、イーグル・アフガン復興協

会会員ノビリタ・マヤさん、成宮勇さん、橋本岳人山さんらの協力で

大量の玉葱、ジャガイモ、ニンジン、キュウリ、を刻み涙を流しなが

ら、胴鍋で400人分の煮込みたれを調理し、鶏肉を香辛料で炒めると、

交代で生活支援に当たるスタッフさんや子どもたちがカレーの匂いに

「おいしそう」と声をかけてきました。夜十時には仕込みを終え、朝

4時からの活動を終えて就寝。翌朝早朝から、味を調え、60キロのご

飯を炊き上げました。成宮さんは野菜不足の被災者のために大量のキ

ャベツをみじん切りにして用意しました。一方浦川治造さんも北海道

産の昆布と鹿肉、大量の野菜を煮込んで「エゾ鹿オハウ（汁）」を準備、

胴鍋二本を完成。文化センターは、町内スピーカーで 12 時からアイ

ヌ料理の炊き出しがありますと広報したこともあり、12時前から人の

列ができ、急ぎテントに料理を運び、炊き出しがスタート。「2人分」

「5人分」「6人分」と家族の数だけ注文が続き、1時間半で鍋はきれ

いになくなりました。岳人山は、炊き出しに訪れた皆さんに演奏を披

露し拍手を浴びました。食べた人からおいしかったと声をかけられた

り、キャベツを大量に持ち帰る人もあり、野菜一杯の料理が喜ばれた

なと感じました。 
 
 今回はまったく初めての炊き出しで、分量、味付けそして段取りと戸惑いながらの活動でしたが、今回の試みで一つの目安がわかりました。
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8月12日のチャリティコンサートを成功させ、大河原町えずこホールと現地の文化施設職員の協力を得て、秋以降の慰問音楽キャラバンと炊き

出し活動を継続していきたいと思います。私たちの活動は、太平洋岸にそって500キロにわたって広がる被災地への支援としては、点にもなら

ないささやかなものですが、できれば、支援の及びにくい状況にある被災者への援助を心がけたいと思います。今後とも皆様の変わらぬ援助を

お願いします。写真等を含めた活動報告は改めてお知らせいたします。 
 

 NPOユーラシアンクラブ・愛川サライ  理事長  大野 遼（文責） 
 東京アイヌ協会 名誉会長 浦川 治造 （カムイミンタラ代表） 

 イーグル・アフガン復興協会 理事長 江藤 セデカ 

 

● 在日の留学生、社会人のウィグル人、モンゴル人も被災者支援に乗り出す 

 

今回の東日本巨大地震では、地震発生の翌日時点で49カ国から支

援の申し出があり、一ヵ月後には253の国や国際機関からのさまざ

まな援助が行なわれた。しかし諸外国の災害救助チームが撤退し、

ボランティアも少なくなる傾向にある中で、瓦礫撤去もままならず、

夏を迎え、窮地に追い込まれつつある被災者が気になります。海岸

から内陸部に向かい数キロの瓦礫のベルトが500キロも続く被災地

の復興は、個人やボランティア団体のできる力を超えているが、医

療支援、避難所の子供たちの保護、不足しがちな野菜を届ける援助、

プライバシーのない体育館などでの暮らしに間仕切りダンボールを

届けたり、自然エネルギーでお湯やお風呂を沸かして届けたりなど

工夫しながら有名無名の個人が、何とか少しでも力になれたらと活

動が続いています。 

民間ベースで、アジアの仲間で息の長い活動を続けているのは宗

教法人・日本イスラーム文化センター・マスジド大塚。3月11日の

地震発生から6月までに73回の炊き出しや生活物資の支援活動を続

け、その模様を写真等でお知らせいただいている。 

岩手大学のウィグル人留学生と関東近縁の留学生、社会人計 15

人のウィグル人が、6月 5日、岩手県盛岡市の旅館に避難している

釜石市、大槌町、山田町の被災者200人余りの方々へ、ポロ、カワ

プ、サラダ料理の炊き出しとウィグル音楽、舞踊などを披露し、ウ

ィグル人の帽子40個をプレゼントしました。今後継続して支援する

計画です。 

また東京藝術大学音楽学部の助手アブドセミ・アブドラフマンさ

んは、日本人の友人3人とウィグル人3人の計6人で、5月21,22

日の二日間、福島県相馬市で被害の情況を視察した後石巻市に入り、

我が家を離れがたく避難所に行かず半壊状態の自宅に暮らす被災者

70人に自らウィグル料理を調理したほか演奏も披露し、被災者を励

ました。現在も7月末に二日間の炊き出しとミニコンサートを計画

中だ。 

モンゴル国のアヨシ・バトエルデネさん（世界馬頭琴協会理事長）

も、6月だけでこれまでに 3回、宮城県気仙沼市、石巻市、仙台市

の被災者の避難先となっているお寺、小学校の体育館などを訪ね、

慰問のコンサートや炊き出しに取り組んでいる。2 回目の炊き出し

にはモンゴル国大使館から大使を含めて3人、在日モンゴル人8人

の11人が参加、石巻市で、野菜スープやピロシキなどのモンゴル料

理を150人の被災者に提供した。その費用は練馬区で実施したチャ

リティコンサートの収益金を充てた。バトエルデネさんは、秋以降

の「アジアの心プロジェクト」にも参加いただけることになってい

ます。 

一方モンゴルでは、モンゴル航空（モンゴル・ニアット）とモン

ゴル国旅行協会が、これまで3回にわたり、被災者をモンゴル国の

ウランバートルや近郊のツーリストキャンプに一週間招待し、ゲル

で休息したり、馬に乗ったりと気分転換してもらう活動に取り組ん

でいる。2 回目の活動の時は、たまたま帰国する横綱白鳳と機内で

一緒になり、一週間後の帰国前日にはウランバートルで白鳳と一緒

に食事をしたという。 

こうした民間ベースの一つ一つの活動はささやかだが、気持ちを

集め自発的、継続的な取り組みが続けば、国家、民族、宗教を超え

た新しい絆につながると信じる。彼らと情報交換をしながら、私も

継続的な活動を構築しようと思います。 

 

【アルタイ通信Ｎｏ１】 日本語学校を開始しました 

  
菅野 陽 
埼玉県出身 
文化服装学院夜間部卒業 
KANNOTEXTILE代表 

 

←
ア
ル
タ
イ
式
囲
炉
裏
？ 

←
ア
ル
タ
イ
の
夏 

１０代の頃より海外の織物、生地、刺繍に興味を持ちアジアを中心に長期の旅行を重ねる。アパレル企業に勤務の後、世界の

手工芸を尋ねる世界一周の旅行に出かけその際ウズベキスタンで日本語学校運営者ガニシェル・N 氏と知り合い、２０１０年

１１月より半年滞在。日本語、縫製を現地の子どもに教える。その後、２０１１年６月からガニシェル氏の紹介により、ロシ

ア連邦内アルタイ共和国、首都ゴルノアルタイスクに移動。現在、現地でデザイナーとして働き、また日本語学校を運営。 

←
ア
ル
タ
イ
の
岩
絵 
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  ユーラシアンホットライン  
8月のイベント終了 創作曲「2011年3月11日 絆」完成し披露 

地下洞窟でつながる中央アジア、被災者支援にアジアの絆をアピール 
大野 遼 

 8月12日、盆の入りと金曜日という最悪の日程ながら、愛川町で

は二回目となる「アジア・シルクロード音楽フェスティバル―中津

川弁才天第2回愛川町音楽祭」が終わった。聴衆の数は300人。500
席を満席にすることはできなかったが、さまざまな条件を勘案すれ

ば、まあ良し、という数字であるが、内容的には昨年にも増して最

高の仕上がりだった。コンサート終了後の募金の呼びかけにミュー

ジシャンも募金箱を持って参加、多くの方から 10 万円余の募金が

寄せられた。 
 今年は 3 月 11 日に、未曾有の地震と津波そして原発事故という

人類史的価値観の転換を迫る被災を目の当たりにし、年来のアジア

の音楽家の友人から、チャリティコンサートへの協力を得られるこ

ととなり、私は、これまで以上に「アジアの心」「アジアの絆」をキ

ーワードとした音楽コンサートにしなければならないと考えた。と

はいえ、コンサートに協力してくれる日本とアジアのミュージシャ

ンの顔ぶれが見えた時点で、ほぼその仕上がりについては想像でき

た。岳人山の創作曲についても大いに期待した。演奏能力だけでな

く、被災地に寄せるやさしさにあふれたミュージシャンの心が曲に

魂を入れると信じていたからだ。 
こうして6ヶ月間ほとんど何も動いて

いないに等しい崩壊した政治の中、被災

から復興、生活の再建に歩もうとする人

に、ささやかだが、アジアの心を、時空

を超えた絆を感じてもらえる曲が完成し

た。「2011年3月11日 絆」。フェステ

ィバル当日二部の最後に紹介した創作曲

「絆」は、厳粛な、人事を超えた自然災

害とこれを受け止め、暮らしの再建と復

興に歩み始めた被災者へ寄り添い、一緒

にがんばろうという完成度の高いメッセ

ージとなっている。フェスティバル会場では、涙をぬぐい、一緒に

拍手する聴衆との合奏も生まれた。尺八、篠笛、バンスリといった

笛の音色に、馬頭琴、カシュガルラワップ、ギターやタブラが、時

に重厚な、時に軽やかでひろがりのある、希望を誘う音楽的表現に

成功した。被災地でさまざま形で演奏できることを希望している。 
 私はこれまで、アジアにおける弦楽器、特に三味線を最後の姿と

するアジアの音楽史を辿りながら音楽によるアジアの諸民族理解を

求めてきたが、昨年と今年、私が住む神奈川県愛川町での二回のア

ジア・シルクロード音楽フェスティバルを通して、日本やアジアの

音楽風土にとって太鼓や笛が大変重要な楽器であり、この二つを基

盤に創造的で完成度の高い音楽世界を追求することが、まったく新

しい、世界に通用するアジア発の音楽表現につながるとの確信を持

った。 
 昨年11月から12月にかけて、加藤九祚先生の仏教遺跡発掘二十

年と米寿の挑戦を称えるウズベキスタンで開催した音楽コンサート

を通して、日本とアジア最高峰の笛の演奏者、ネパールのパンチャ

ラマ、篠笛の木村俊介、尺八の岳人山そしてタブラのサラバンラマ

の4人は、既にその可能性を存分に示していた。今回、8月12日、

愛川町文化会館で開催した「東日本巨大地震被災者支援チャリティ

コンサート アジア・シルクロード音楽フェスティバル」の一部で

紹介した「アイルタム幻想」（作曲パンチャラマ）、二部の最後の創

作曲「2011 年 3 月 11 日 絆」（作曲岳人山）は、聴衆にしっかり

と受け止められた。アジアの一流の音楽

家による音楽表現でアジア理解を図ろう

と追求してきて 15 年。これまでにない

音楽世界をみることができた。 
 そして今、来年に向けて、芭蕉が切り

開いた究極の言語表現と、この笛と太鼓

を中心としたアジアの楽器による音楽表

現を融合するという私の年来の希望は一

層強くなってきた。よく語られる「伝統

の創造」というのはこの方向性にあるよ

うに思う。 
 当面は、「絆」を携えて、被災者を訪ねるキャラバン企画を具体化

し、継続的に実施できる体制をつくりたいと考えている。これまで

以上に皆様のご理解、ご支援をお願い申し上げます。 

  
被災地の文化会館職員と連携した慰問音楽キャラバン「アジアの心」プロジェクトに向けて 

大野 遼 

今後チャリティコンサートの収益で慰問音楽キャラバンを実施の計画ですが、炊き出しも含め相当の額が見込ま

れ、皆様のご寄付等物心両面のご支援が欠かせません。ご寄付、食材その他ご協力いただける方は、下記の住所に

お送りいただくか、下記の NPO ユーラシアンクラブ・愛川サライの口座にお振込みいただくようお願いいたしま

す。またスタッフとして現地に同行を希望される方もぜひご連絡ください。活動の成功のため皆様のご理解ご支援

を心より切望します。 

（寄付金の振込先、私の連絡先）  
◎ 住所：〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6314－1 NPOユーラシアンクラブ・愛川サライ 
◎ 口座：相愛信用組合中津支店 普通 ０１２８１９０  ＮＰＯユーラシアンクラブ 愛川サライ 
◎ 連絡先：０４６－２８５－４８９５（TEL/FAX） paf02266@nifty.ne.jp  090-3814-5322(大野遼) 
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  ユーラシアンホットライン  
【アジアの絆】プロジェクト 1月7,8日、宮城県で被災者慰問コンサート実施で合意 

えずこホールおよび「えずこウィンドアンサンブル」と協働し、被災地のウィンドオーケストラ、吹奏楽部と連携

私は、８月１２日のチャリティコンサートを踏まえ、９月２０日

および１０月２１日と宮城県を訪ね、継続的な慰問音楽キャラバン

の可能性について調整しました。その結果、宮城県大河原町のえず

こホールを活動拠点とする「えずこウィンドアンサンブル」（庄司一

郎会長、会員５５人）と協働し、日本やアジアの最高峰のミュージ

シャンと連携し、さらに被災地のウィンドオーケストラ、中学高校

の吹奏楽部とも協力して各地で慰問音楽キャラバンを組織する方向

で合意しました。 

その結果、第一歩として２０１２年１月７,８日、都山流尺八の大

師範の橋本岳人山さんらと、「２０１１年３月１１日 絆」のリハー

サルに取り組み、仮設住宅で暮らす被災者と合同コンサートを実施

することになりました。 

愛川町で開催したアジア・シルクロード音楽フェスティバルで初

演された「2011年3月11日 絆」（橋本岳人山作曲）を携えて、被

災者を訪ねるキャラバン企画を具体化する計画は、９月２０日の訪

問で、えずこホールの水戸所長の協力で、山元町の山下中学校、仙

台市太白区長町アート・インクルージョン事務局、南三陸町の平成

の杜関係者に、企画の趣旨を伝え、面会をできるよう調整していた

だきました。またユーラシアンクラブ・愛川サライの仲間の紹介で

岩沼市の岩沼市民会館館長や石巻日日新聞社長も訪問しました。 

打ち合わせでは、震災から6ヶ月、被災地の状況が変化し、特に

仮設住宅の整備が進み新たな問題が生じていることや復興のための

努力が各地で始まっていることを踏まえ、各地の状況に応じた活動

を模索することが必要になっていることで認識が一致しました。 

私は、創作曲「絆」を日本やアジアのミュージシャンだけで演奏

する「慰問音楽キャラバン」ではなく、海に向き合って生きていく

ことを内容とした曲にふさわしい手法として、現地のウィンドウオ

ーケストラや中学校、高等学校の吹奏楽部などの被災者との合奏を

被災者に聞いてもらいたいという考えを示していました。 

一緒に宮城県を訪問したユーラシアンクラブ理事の成宮勇さんと

ともに21日早朝から、台風接近に伴う雨模様の中、岩沼市総務課、

岩沼市民会館の菅原清館長、山元町山下中学校、仙台市・長町アー

トインクルージョンの白木福次郎事務局長、石巻日日新聞の近江弘

一社長を訪問し、面会しました。訪問に当たっては、8月12日のチ

ャリティコンサートの報告を掲載したニュースレター143 号と愛川

町のボランティア協力者小島省吾さんが撮影編集したコンサートＤ

ＶＤを持参し、一部は鑑賞したり、説明したりしながら、合奏の可

能性について協議しました。 

その結果、音楽キャラバンの調整等で大変お世話になっているえ

ずこホール、岩沼市民会館、山下中学校、石巻市で、地域のウィン

ドウオーケストラや吹奏楽部との合奏の可能性を模索することにな

りました。 

10月21日は、えずこウィンドアンサンブルのリーダー8人がえず

こホールに顔をそろえ、私の説明を聞いていただき、話し合った結

果、全員一致で慰問音楽キャラバンを進めることで合意しました。

計画では、当面新春早 1々月 7,8 日に、音づくりに挑戦するととも

に、第一回目の慰問音楽キャラバンの訪問先として岩沼市にある被

災者の仮設住宅集会所もしくは近くの市民会館でコンサートを開催

する予定で、地元のウィンドオーケストラとも合同演奏が検討され

ています。今後、各地での合奏パートナーの確定、日程の調整、譜

面の用意、進行プランの作成、そして実施と実務的に進める予定で

す。 

当面、12日のフェスティバルに参加した日本やアジアの最高峰の

ミュージシャンのうち何人が参加できるかわかりませんが、被災地

のウィンドウオーケストラや吹奏楽部とプロのミュージシャンとの

合奏は、演奏する人にも被災した人々にも大変意味のある体験とな

るものと思います。もう少しお時間をいただきたいと思います。今

後とも皆様のご理解、ご支援をお願いいたします。 

すでに、12日の音楽フェスティバルでも、このレター紙上でも紹

介しましたが、南三陸町は、岳人山が愛媛大学海洋学部の学生の時、

恩師とともに津波の調査で訪問したことがあり、「浜に住むべから

ず」という家訓を守り山に住む家々を回って調査したことのある思

い出の土地。当時一本8円の牛乳を買って飲んだ牛乳販売店のあっ

た場所を含めて港全体が瓦礫と化した南三陸町は、今回の創作曲

「絆」の曲想の基になっています。それでも海に向き合って生きて

いくという強い気持ちと復興への希望が込められた曲の演奏を、南

三陸町で行うことを私は強く希望しています。 

 

 

【転載】ジャパン・イスラミック・トラス（宗教法人・日本イスラーム文化センター） 

マスジド（モスク）大塚 から 

東日本大震災 被災者支援のご報告-95 

2011年10月19日 

アッサラームアライクム ワラハマトゥッラーヒ ワバラカートゥフ 

いつも支援金などにご協力いただき、まことにありがとうございま

す。10月16日に行ないました支援物資輸送第95便についてご報告

いたします。 

日時：10月16日（日）12時 

場所：いわき市中央台仮設住宅 中央台暮らしサポートセンター パ

オ広場 150名 

メニュー：カレーライス、野菜サラダ 

メンバー：アキールさん、レイマットさん（インド料理のコックさ

ん）、ラジャさん（いわきモスク 

）、ハッワさん（愛知県から）、田川さん、内海さん 

早朝、小雨の中、田川さんの運転で大塚モスクを出発しました。午

前中に雨もあがって、いわきモスクに到着、サラダを準備し、レイ
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マットさんは事前に仕込んでいたカレーに具材を入れ、大きな鍋で

手際よくあたためました。カレーの鍋とサラダを車に積み込み、い

わきモスクのラジャさんと一緒に、仮説住宅の会場に向かいました。

天気は晴れてきて、暑くて汗をかくくらいになりました。事前に湯

本第二中学校の校長先生とボランティアの方々が、チラシなどで仮

設住宅の方に炊き出しのことを周知してくださったので、私たちが

会場のパオ広場に到着した時には、すでに多くの方が広場のテーブ

ルに集まっていました。急いで準備して配食し、150 人分があっと

いう間になくなりました。後から来られた10名分ほどが足りず、食

べていただく事ができませんでした。 

広場のテーブル席で食べる方が多かったのですが、カレーを持ち帰

る方もいて、ちょうど良いトレーや袋がなく少し苦労されていまし

た。 

前日のNHK朝のニュースで大塚モスクの支援活動が取り上げられた

ので、アキールさんに「テレビ見ましたよ！」とたくさん声がかか

っていました。「とてもおいしかったです」と笑顔で声をかけてくだ

さる方もいました。湯本第二中学校の校長先生とボランティアの

方々がテーブル、イスなど会場の準備と片付けもしてくださいまし

た。病気で動けず出てこられない方には、カレーを届けられていた

ようでした。ゴミの分別にはとても気を使われていました。お話を

伺ったところ、いわき市中央台仮設住宅には、原発周辺から避難し

て来られた方と、地元いわきの方が住んでいるそうです。仮設住宅

にいる方は集まりやすいけど、マンションやアパートにばらばらに

移って避難生活をしている方たちが孤立している。津波被害に遭っ

た地元いわきの方は、車も流されたので交通手段を持っていないた

め、移動することも大変。特に、小名浜で津波被害に遭い、自宅の

1 階が流され2階部分で生活しているような方は、避難の対象にも

ならず、食べることにも不自由されている、ということでした。 

支援から取り残されている方たちがいて、生活に大変な労力が必要

なようです。慣れない場所で孤立している方も多いようです。 

マスジド大塚では、今後、湯本第二中学校の校長先生たちと連携し

て小名浜でも支援をしていく予定です。今回、愛知県からロシア出

身のハッワさんが炊き出しに参加されました。ハッワさんは3月の

震災の後、支援に行くと決めていたそうです。ところがご自身が手

術することになり、なかなか行くことができませんでした。今回は

ちょうど回復されたところで、仕事の日程も調整でき、やっと支援

が実現できたととても喜ばれていました。 

中 央 台 暮 ら し サ ポ ー ト セ ン タ ー  パ オ 広 場 blog ： 

http://paohiroba.jugem.jp/?eid=16写真：田川基成 

≪10 月 27 日（木）に行なう食料品配布にご協力をお願いします！

≫ 

津波の被害にあいながら、2 階部分などに住めるために支援対象か

らもれている小名浜地区の被災者へ、食料品5点セット（砂糖、味

噌、醤油、油、米）の配布を予定しています。1000セット準備した

いと思っております。みなさまからの物資や支援金のご協力をお願

いいたします。なお、物資提供は、上記5点のうちのどれかでもか

まいません。大口の場合は事前にご連絡をいただけると助かります。 

【支援金の振込先】 

三菱東京UFJ銀行 大塚支店 普通１３６３８２８ 

ジャパン イスラミック トラスト 

被災した方々にアッラーの助けがありますように。 

ご協力くださったみなさまにアッラーの報奨がありますように。 

宗教法人 日本イスラーム文化センター 

ジャパン・イスラミック・トラスト (マスジド大塚) 

170-0005東京都豊島区南大塚3-42-7 

Tel: (03)3971-5631 Mobile:090-2455-6253 

Fax:03-5950-6310 

E-Mail: info@islam.or.jp 

HP:     www.islam.or.jp 

 

※すでに実施済みの協力呼びかけを含みますが、マスジド大塚のパ

ワフルな活動を知っていただくため転載させていただきました。

 

● 【報告】10月16日、千葉県君津市で第１回アジアＳＵＭＯフェスタ開催 

アジアＳＵＭＯフェスタ事務局 幹事長 バーボルド（モンゴル・ブフ：相撲・クラブ会長） 

10月16日、千葉県君津市にある、カムインタラで第1回アジア

ＳＵＭＯフェスタが開催された。アイヌの治造（はるぞう）こと浦

川治造さんの提唱で始

まった同イベントには、

日本はもちろん、在

日・内モンゴル、アフ

ガニスタンなどの 70

人以上が集まった。前

夜と当日朝の暴雨で客

足は鈍ったと思う。 

  主催者浦川さんや

来賓のごあいさつの後、民族音楽のミニコンサートが行われた。内

モンゴルのウルグンさんの馬頭琴、ウイグルのグリザールさんの踊

り、日本人だが、モンゴル舞踊がとても上手な佐藤淳子さんの踊り

に会場の雰囲気が盛り上がってきた。その後、イーグル・アフガン

復興協会の代表江藤セデカ

さんの率いるアフガニスタ

ンの留学生5人がステージ

に立ち、上手な日本語で自

己紹介とあいさつをした。 

  競技の実演は、ロシア

の格闘技サンボから始まっ

た。日本ウエルネススポーツ専門学校の田中先生の率いる学生らが

華麗な技を披露。その都度拍手が起こっていた。続いて、アフガニ

スタンの留学生によるコシュティの実演。ルースは腰帯からつかめ

て、完全に倒せば負けとなる。イランなどの格闘技に共通している。

最期にモンゴル・ブフクラのメンバーによるブフの実演。モンゴル

国のブフと内モンゴルのブフを披露。 
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